
市場開拓に向けた取組を支える研究開発
【３６０（２２０）百万円】

対策のポイント
産地や事業者による国内外の市場開拓に向けた取組を支援するため、外国

産物の国産化、国産農林水産物への新しい訴求ポイントの創出、及び輸出に

向けた技術的課題への対応のための研究開発を推進します。

＜背景／課題＞

・農林水産業・地域の活力創造プランが掲げる「需要フロンティアの拡大」等を通じた

農山漁村の所得増大のためには、国内外の市場開拓又は市場シェア奪還に向けた取組

を行おうとする意欲的な生産現場や事業者が抱える技術的課題を解決していくことが

必要です。

・このため、産学官の研究機関等が、これらの取組を行おうとする生産現場や事業者の

具体的なニーズを確認しつつ、出口戦略を明確にして行う研究開発を推進します。

政策目標
○カンゾウ、トウキ等の需要が多い薬用作物の生産性を向上させる技術を

15以上開発（平成32年度）

○２品目以上の地域特産物について、機能性表示を実現(平成32年度) 等

＜主な内容＞

１．薬用作物の国内生産拡大に向けた技術の開発［新規］

カンゾウ、トウキ等の需要が多い品目について、他作物の研究者・研究機関が

蓄積している知見や技術も幅広く活用しつつ、低コストで安定生産を可能とする

栽培・生産技術等の開発を推進します。

２．地域の農林水産物・食品の機能性発掘のための研究開発［新規］

既存のコホート研究に機能性を有することが示唆されている地域の農林水産物や

食品について、地域の関係者と連携しつつ、当該農林水産物や食品を活用したビジ

ネスモデルを構築するとともに、機能性表示を可能とするためのエビデンス取得、

機能性を高めるための栽培・加工技術の開発等に向けた研究開発を推進します。

３．国産農産物の多様な品質の非破壊評価技術の開発

農産物とその加工の多様な品質（機能性、食味、加工特性等）について、光学

的手法によって非破壊で一括取得し、集出荷施設等で迅速に評価することを可能

にする技術、輸出先の嗜好に合わせた品質等の選定に資する技術を開発します。

４．養殖ブリ類の輸出促進のための低コスト・安定生産技術の開発

養殖ブリ類の生産コストの削減を確立するため、ゲノム情報を利用してブリ類
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の病害虫耐性品種等を短期間で育成する技術を開発します。

委託費

委託先：民間団体等

お問い合わせ先：技術会議事務局

１及び２の事業 研究統括官（生産技術） （０３－３５０２－２５４９）

３及び４の事業 研究開発官（基礎・基盤、環境）

（０３－３５０２－０５３６）



市場開拓に向けた取組を支える研究開発

外国産物の国産化 新しい訴求ポイントの創出

■他作物において蓄積されている技術や知見を活
用しつつ、カンゾウ、トウキ等需要の多い薬用作
物の低コスト・品質安定化技術を効率的に開発

■農産物の機能性、食味、加工特性等を集出荷施
設等において非破壊で迅速に評価するための技術
を開発

■養殖ブリ類の生産コストを削減するため、ブリの病
害虫耐性品種等を短期間で育成する技術を開発

輸出の拡大需要の創造国内市場の奪還

イノベーションが主導する農林水産業の成長産業化

■輸出先の嗜好性に合致した品種を容易に選定で
きるようにするための技術を開発
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■地域の農林水産物・食品について、機能性表示を
可能とする科学的エビデンスを取得するとともに、
その成果を地域が活用するためのビジネスモデル
を作成

DNAマーカーで育種

カンパチにも応用する
ためのマーカーを開発

薬用作物を含む高収益な複合経営モデルを策定

水稲、大豆

野菜

薬用作物

薬用作物と野菜を組み
合わせて導入すれば
収益が上がるな

＋

牧草の採種技術を応用し、
薬用作物の高品質種苗の
低コスト生産技術を開発

土壌pH・水分等の調整
による薬用作物の有効
成分の含有率向上技術
を開発

輸出に向けた技術的課題への対応

産地や事業者による国内外の新市場開拓又は市場シェア奪還に向けた取組を支援するため、外国産物の国産化、国産農林水産物への
新しい訴求ポイントの創出、及び輸出に向けた技術的課題への対応のための研究開発を推進。



◯ 国内需要量の約９割を輸入に依存している薬用作物は、近年、安定的な調達が難しい状況になりつつあることか
ら、耕作放棄地の活用や中山間地域の活性化に繋がる作物として、国内生産への関心が増大。

◯ 現在、農水省と厚労省が連携し、産地による取組の支援を行っているところ、輸入品に対抗できる価格と品質を有
する産品を安定的に生産できるようにするための技術の早期確立向け、様々な課題が存在。

◯ このため、製薬メーカーや国内産地と連携しつつ、他作物の研究者・研究機関が蓄積している知見や技術も幅広く
活用しながら、低コスト・安定生産技術の確立、遺伝的斉一性が高く有効成分含量の多い品種の育成等を推進。

１． 薬用作物の国内生産拡大に向けた技術の開発（新規）

低コスト栽培技術の確立に向けた産地の取組において、成果を得
るまでに時間がかかる上、産地では対応できない課題も存在。

現行の薬用作物は野生種に近く、収穫時期、成分含有量等のばら
つきが大きいため、作業効率が悪く、収穫ロスも大きい。有効成分
含有量を増大させる余地も大きい。

現
状

高品質な種苗の低コスト生産技術の確立

有効成分の含有率を高位安定化させる栽培技術の開発

薬用作物を含む高収益複合経営モデルの構築

他作物の農業機械を薬用作物栽培に利用できるようにするための
改良

病原の同定と抵抗性評価法の確立

実
施
内
容
（例
）

カンゾウ、トウキ等の需要が多い作目の生産性を向上
させる技術を平成32年度までに15以上開発

対象とする薬用作物の例（国内での生産に適し、ニーズの高い品目）

国内産地

薬用作物等地域特産作
物産地確立支援事業

実証ほの設置、
農業機械の改良
等への支援

農水省による現行の支援内容

新たな取組

栽培技術の開発や育種等
を連携して実施

製薬企業（独）農研機構

公設試験場
大学

（薬学部、農学部）

農水省、厚労省、日漢協

マッチング支援

連携

トウキシャクヤクカンゾウ



２．地域の農林水産物・食品の機能性発掘のための研究開発（新規）

機能性が期待できる地域の産品を発掘

機能性成分の維持・向上
させる技術の開発

コホート研究

体格

健診

栄養

食事

血液
（保存）

１４０
品目

ビジネスモデル構築機能性表示のために必要なデータの獲得

栽培・加工・調理技術の開発

開発計画
販売戦略
の明確化

機能性
表示食品
２品目

以上開発

機序解明試験

安全性試験
ヒト介入試験

地域の関係者が広く活用することで、地域の機能性表示のある食品の開発が進み
地域の農業・食品産業を活性化

大学等
研究機関

生産者
団体

流通業者

加工業者

地域連携

地方
自治体

食関連
事業者

地域の関係者によるビジネス化
に向けた戦略策定

・機能性成分を高める栽培・加工
技術の開発

・機能性成分を維持・向上させる
調理技術の開発

細胞・動物試験による

作用機序解明と安全性
試験

機能性表示制度に基づ
く科学的エビデンス獲得
のためのヒト介入試験

健康維持・増進と食品摂
取の関連性を解析

全国
１１箇所
１４万人
１５年間
追跡調査

これまでに各地で行われてきたコホート研究の結果から、我が国の各地域には未だその科学的根拠が明らかになっていないものの、健康長寿に結び付く機能性
に優れた農林水産物・食品が数多くあることが示唆されている。このため、これらを発掘するとともに、その機能性の科学的エビデンスを明らかにすること等により地
域の農林水産物・食品の付加価値を向上させ、地域の農業・食品産業の活性化に繋げる。

それぞれのポイント、ノウハウ、事例をマニュアルとしてとりまとめ、公表するとともに
「健康に寄与する農林水産物データベース」へ掲載
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